


1

「宮城県助産師会３．１１　その時私たちは」発刊によせて

一般社団法人 宮城県助産師会
会長　後藤美子

　千年に１度という大災害の被害は私たちの想像をはるかに越えるものでした。多くの
会員が被災はしましたが、会員に亡くなられた方がいなかったのが不幸中の幸いでした。
東日本大震災から１年９カ月、被災者を取り巻く状況は依然として厳しく復旧、復興は
まだまだの感があります。
　被災直後、当会の新田前会長は、この大災害に助産師会として組織だった活動は不可
能と考え、「自分が出来ることをそれぞれ自己責任の元にやりましょう。」との声明を出
しました。
　会員個々が勤務施設、避難所、地域、家庭それぞれの場で、持てる力を発揮し、助産
師として、女性として、地域の住民として積極的に被災者支援活動をされました。
　同時に日本助産師会、ジョイセフからの支援による母子訪問・育児相談事業、事務局
担当の前理事田村雪子さんの尽力により日本財団よりの助成金を獲得、その助成金によ
る産後母子預かり事業など、宮城県助産師会としても二つの母子支援事業を展開するこ
とが出来ました。この二つの事業は助産所部会、保健指導部会、勤務部会の会員の方々
の連携と協力により多くの母子やご家族に活用していただきました。その成果が認めら
れ、宮城県知事より感謝状、ＮＰＯ法人ひまわりの会より表彰状、記念の盾、ひまわりの花、
村松志保子助産師顕彰会より特別賞を頂きました。これは会員個々も被災者でありなが
らも助産師としての活動したことへの成果だと思います。
　報告集編纂にあたり、被災時の会員個々の体験を書いて頂きました。個々の体験から
感じたこと、そして、宮城県助産師会としての活動経過を振り返り、災害対策への課題
も見えました。発刊は時期を失した感はありますが、今後、このような災害発生に備え、
何を準備し、どんなことを心がけたらいいのかの示唆になればと報告集を発刊すること
と致しました。今後、今回のような災害が起こらないことを願いますが、自然災害は避
けられない状況の中、災害に向けての万全の準備をしておきたいものです。
　最後になりましたが、この震災時、社団法人日本助産師会、各県助産師会、公益財団
法人ジョイセフ、日本財団をはじめ多くの組織や個人の方々から、ご支援を賜りました。
この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　

　平成 24 年 12 月
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ー母乳育児支援についてー

  武者文子（仙台市　母乳育児相談室まんまはうす）

震災後、ライフラインの停止により、母乳育児相談室に予約されていたお母さん達との連絡をとる
ことも出来ずに自分と家族のことで精いっぱいでした。震災後はじめてマッサージに来たお母さんは
おっぱいの調子が悪いためにガソリンスタンドに丸一日並んでガソリンを入れてから来所されました。
その時に震災時、女川に出張に行っていたご主人が女川原発に逃げて助かり、拾った自転車にのって
なんとか仙台にたどりついたことをお話してくれました。来所されたお母さん達は震災の時の状況を
こと細かくお話されていき、その頃に来所されたお母さんとその時の会話は今でも鮮明に思い出され
ます。

平成 23 年 6 月になり、宮城県助産師会の一員として日本助産師会、日本財団、国際 NGO ジョイ
セフの支援を受けて、宮城県の開業助産師が被災したお母さん達に無料の母乳育児支援を一人３回ま
で実施できることが決まりました。被災の程度は助産師の判断でよろしいと緩やかな規定を設けて頂
いたことで、罹災証明書の提出をしなくても、地震で困ったことを経験したお母さん方に無料で支援
することができました。母乳育児相談の他、震災の時のことを語ることで、お母さん達の気持ちの発
散の場ともなったようです。放射能の心配や、地震で亡くなった家族や友人のこと、実家を失った事
など、お母さん達はたくさんのことをお話していきました。お話をきいていると、宮城県民全員が被
災者であり、被災者同士で役割分担をしてこの危機を乗り切っているということが分かりました。お
母さん達の中にはもちろんですが、自治体の職員や自衛隊員もいて、妊婦ながら毎日つなぎを着て避
難所訪問にいっていたという人もいます。この日本財団とジョイセフからの支援で宮城県内の開業助
産師 15 人で平成 23 年 12 月までの間に母乳育児相談 2100 件。家庭訪問 400 件の支援を行うこと
ができました。

平成 23 年 12 月までは宮城県助産師会の一員としてそれぞれ支援をしていましたが、その後も震
災後の支援活動を継続したい助産師達でみやぎげんき助産師チーム、通称 MIJO を立ち上げました。
MIJO としての活動は 12 月からになりますが、MIJO になってからは日本財団からの助成を受け、平
成 24 年 6 月まで、育児相談支援を 950 件、訪問 150 件、サロン活動には 600 人以上のお母さん達
が参加しました。平成 24 年 11 月現在は、MIJO の中でも沿岸部に近く、被災した方が多い地域で、
数人の助産師が他団体から支援の継続を受けてサロン活動などを実施中です。毎回たくさんのお母さ
ん達の参加があります。サロン活動については、今後もしばらく支援が続く予定です。

開業助産師の母乳育児相談事業は一人ひとりのお母さん達とゆっくりと一対一で話ができ、お母さ
ん達から大変喜ばれました。開業助産師が支援した期間で、来所と訪問合わせて延べ 3600 人のお母
さん達のお話を伺い、支援が出来たことは、開業助産師としてとても自信につながるものでした。大
震災の時に助産師として活躍できたことを誇りに思います。

３）母乳育児支援事業
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ー 東日本大震災母子支援事業：産後入院の支援を通して感じたことー  

今野馨子（仙台市　こんの助産院）

震災後 5 月に始まった被災母子支援事業で、当院では 32 組の母子の産後入院を受け入れました。
利用された方々の背景は様々でした。

蒲生で仕事中だったご主人が津波で亡くなられた方。
石巻で妊娠 5 カ月の時に津波の中、上の子の手を引いて逃げたという方。
実家の避難先に里帰りしたものの、東松島の自宅が津波で流され、多くの知り合いを亡くした実母   

　 がうつ状態で、休める状況ではなかったという方。
津波で石巻の実家が流された後両親が離婚し、実母は遠くにいて手伝いは頼めないという方。
女川の実家が津波で流され、両親は仮設に入っていて里帰りができないという方。
気仙沼で被災し、住んでいたアパートは流され、夫は失業したという方。
南相馬市の避難区域に自宅も職場もあり、山元町の仮設に入っている方。
自宅も実家も福島県伊達市で、少しでも放射線量の少ないとことで過ごしたいという方。
それぞれ更に事情をかかえ、被災によって負ったこころの傷をかかえていました。こころの傷を癒

すことが出来たとは思えませんが、産後入院で体をゆっくりと休めることができ、次のステップに進
むことができたようでした。

支援事業が始まって、5 ～ 8 月までの利用者は 8 組、9 月は利用がなく、10 月から 12 月で 8 組、
年が明けて、1 ～ 3 月の利用が 16 組でした。前半は広報が行き届かず、利用者が少なかったのですが、
後半になるほど支援事業が認知され、問い合わせも増えて、利用者が倍増しました。後半の利用者は、
震災後に妊娠した方で、ある程度生活は落ちついてきていましたが、皆さんそれぞれの事情をかかえ
ていました。

親が病気だったり、亡くなっていたり、親との関係が良くなかったり。
実家には兄弟家族が同居していて帰る場所はない。
家業が忙しい。シングル。などなど
今回、被災者であったため、助成金がでて無料で産後入院が利用できるということで、皆さん大変

感謝していました。
普段、当院を利用される方は、高齢出産で親も高齢のため手伝いが望めず、かつある程度経済的に

余裕のある方か、若い世代では、親がまだ働いているので、手伝いができない代わりに入院費を支払っ
てくれるという場合の方が多く、入院費用を支払える方しか産後入院を利用することはできません。
平成２０年に開業して以来、利用者は年間 10 組位でした。

支援事業の後半に利用者が増えて行った時に考えたのは、被災者だから産後入院が必要なのではな
く、普段から産後入院を必要としている方は多くいるけれど、経済的な理由で利用できていないのだ
ということです。

震災直後のほうが、困っている母子は多かったと思います。しかし、その方達を支援することはで
きませんでした。被災時に支援を必要とする方は、母子に限らず、通常でも支援の必要な方だと思い
ます。災害が起きた時に支援対策を整えようとしても、支援を始めるまでには時間がかかってしまい
ます。その時に支援を必要としていた方々は、支援から漏れてしまいます。普段から支援できる体制
を整えておくことが、災害時に迅速に対応するための基礎になると思います。

４）産後預かり事業
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私は、新生児訪問指導員としても活動していますが、数年前から新生児訪問は全戸訪問となり、指
導員の人数が充実していて、育児ヘルプ事業で母子のフォローをする体制が整っていました。そのため、
震災後も産後の母子の被災状況・現状を把握し、支援の必要な母子をフォローすることができていた
ように感じました。公的な支援の制度が災害時に役立ったいい例だと思います。

当院のような個人でやっている助産院では受け入れられる人数に限りがあります。公的な施設とし
て世田谷区のように産後ケアセンターがあって、自治体の助成で自己負担が少なく利用できるような
制度が各自治体に整備されると、子育て支援・少子化対策にもなり、災害時にも役に立つのだと思い
ます。そして、家庭的な雰囲気の中で過ごしたい方が、助産院を利用してもよい制度であると理想的
だと思います。

５）ホテルでの産後ケア事業

―３. １１被災体験：津波の地元から―

斎藤清子（石巻市　斎藤産婦人科）

　東日本大震災の津波被害は太平洋沿岸全体ですが、自治体として死者、行方不明者、家屋の損壊は
石巻がトップです。水産業が盛んで住まいも仕事も海や川に近い所に集中しています。それに、まさ
か、あんなに・・・・・・という思いが被害を大きくしました。80 歳～ 90 歳のお年寄り達も、昭和
35 年のチリ地震津波の経験から、ここは大丈夫と思っていました。
　現在も多くの方が仮設住宅で生活しています。ガレキの処理も運び出すばかりと考えられています
が、被災当時のまま、手つかずの所が沢山あります。
　当時の石巻はライフラインが麻痺した上に、電話、携帯が使用不能になり、連絡がつかないばかりか、
周りの情況が全く分からない地区もありました。現状の報告も SOS を出すことも出来ず孤立した状
態です。志津川や女川からは患者がヘリコプターで搬送されてくるのに、石巻市街の情報がありません。
日赤では直後より、準備ができていてトリアージも始まっていました。日赤の職員は家族の安否も確
認できないまま連日、帰宅も出来ず、任務を遂行していました。市立病院も被災し患者とスタッフが
救出されるのに 4 ～ 5 日要しました。
　震災後 2 ～ 3 日が大変でした。家族の安否もわからない、避難施設で出産、自宅で出産し、2 ～ 3
日後に石巻日赤へという方もいました。すでにこの時点で助産師会として動けるシステムがあればど
れ程良かったかと悔まれます。東京里帰りプロジェクトについて話があったのはずっと後の事です。
　6 月から妊婦、8 月から母児の援助ができ 11 名の利用がありました。石巻地区にはお産を扱う助
産所がありませんから、石巻グランドホテルの計らいで良い部屋を 2 部屋キープして頂きました。多
賀城ベビーセンターから着物とオムツ etc　の協力がありました。会員は交替で毎日、グランドホテ
ルに足を運びました。利用者の方には満足いただけたようです。
　早期から地元で出来る事は何かと、各団体が各々ではなく、横の連絡で援助がかぶることなく、また、
強化して活動できることが必要です。どうプランを具体的に立てるかが急務です。これまでの勉強会
の成果を、次に生かす準備を全国レベルで出来ることを願っています。
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７）広報資料
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３. 母子支援事業報告（平成 24 年度社団法人日本助産師会　第 68 回日本助産師学会）



３．母子支援事業報告

16

 

【注意】全項目にわたって、８月分のデータ数が少ないのは、記録用紙変更による一時中断によるものである。
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６. 被災した母の不安の変化
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4. 会員の雑誌投稿 ＜機関誌「助産師」６５巻３号　2011 年８月＞
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＜「助産雑誌」Vol. ６６No.6　 2012 年６月　＞
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５．会員の被災体験と支援活動

１）震災を振り返って

本田由美　（石巻市　ほんだ母乳育児相談室）

　震災で、相談室をご利用いただいたお母さんが 3 人、子供たちが 8 人亡くなりました。ご主人も亡
くされたお母さんが 2 人います。精神科やカウンセリングに通い始めたお母さんも 2 人です。
　原稿の依頼をいただき、改めてあの日を振り返ったとき、思い出すのは地震の後の妙な静寂です。
あの時、家の 200 メートル先まで津波がきていたことも後で知りました。その後の私は、身内の安否
確認に 3 日かかって、その日その日を生きるだけで精一杯でした。電気が通って暖房器具が使えるよ
うになった一週間後、乳腺炎のお母さんが玄関に立っていました。電話が通じないので、直接来たと
のことでした。それからは、一週間に 1 ～ 3 人ペースで、車が使える方がみえました。避難所からの
方もいました。沿岸部で津波被害が大きかったところからお母さんたちが来れるようになったのは 6
月に入ってからだとおもいます。
　被災地母子支援事業は、たくさんの母乳育児をがんばっているお母さんたちを支えてくれました。
当相談室の利用者は半壊・全壊や震災により経済的に困難になった方が 8 割なので、大変喜ばれました。
自宅・実家ともに全壊で 4 人目の授乳中の方が 2 人、5 人目の方が 1 人おります。
　11 月にはいって、津波に足を捕られながら 3 才と 5 ヶ月の子供を抱えて逃げたお母さんから
PTSD を疑わせるような訴えがありました。震災後から何度か会っているお母さんだったのですが、
このような訴えは初めてで、今になってでてくる心の傷の深さに恐ろしさを感じずにはいられません
でした。
　被災地にいる私に何ができるか、自問自答しながらお母さんと赤ちゃんのそばにいたいと思います。
天国にいってしまったたくさんの方々のご冥福をお祈りいたします。

（宮城県助産師会便り　20120314 発行第 6 号より）

２）東日本大震災　－その時何が起き、どう対応したか－　　
　　　　　　　　　

高橋純子（岩沼市　スズキ記念病院）　

　3 月 11 日・大震災、そして大津波が発生した。当院は海岸から４・６K のところに位置していますが、
高速道路が津波をブロックする役目を果たしたため水没することは避けることができました。しかし、
電気・ガス・水道・通信のライフラインは寸断され、すべてが復旧するまでに 10 日間を要しました。
そんな中でも、理事長先生の「赤ちゃんは災害に関係なく産まれて来る。だから１日でも病院を休ん
ではいけない」という強い信念のもとに 1 日も休まず診療・分娩取扱いを続けました。
　地震発生直後は、外来患者・入院患者・職員 240 名が病院にいました。地震直後は１階の玄関ホー
ルに集合しましたが、大津波警報のため４階の大ホールに避難させました。４階の窓より、津波は川
を逆流し橋げたギリギリまでの水位上昇が見え、屋上からは津波の波しぶきと、閖上の火事が見えま
した。夜には仙台港のコンビナート火災も見えていました。これからどうなるんだろうと先の見えな
い不安・恐怖を感じたことを覚えています。
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　分娩室内も強い揺れにより棚に置いてあった様々な備品・物品が床に散在していました。分娩室内
には 2 名の産婦がおりましたが、幸い分娩が切迫していなかったので、他の患者と同じように４階大
ホールに避難しました。しかし夜になり病院に津波の被害がないことから、衛生材料・薬剤・器材が揃っ
ている分娩室でのお産のほうが安心であるため、分娩室内の片づけをして陣発している妊婦を分娩室
管理としました。
　22 時 15 分　震災後、初のお産がありました。分娩停止と胎児機能不全により鉗子分娩。　アプガー
ルスコア 8 点 5 分後 10 点でした。自家発電使用不可能な中、スタッフがヘルメットに付けた LED ラ
ンプで外陰に光をあてました。胎児の心音は、充電していたドップラーで持続的に聴取しました。電
気がなく機械も使用できないなか、マンパワーを多くし、不測の事態に備えることとしました。電気
のないところでの分娩介助を大変不安に感じていましたが、震災後初の分娩である１件目を母子共に
安全に分娩させることができ、次のお産も経膣で生まれてくるものはやれると確信しました。
暖房がなく寒いため、児受けのバスタオルはママの胸に抱いて温めました。出生したベビーは羊水を
ふき取り、すぐにクレラップやビニール袋で体を包み保温しました。帽子も被せました。諸計測はせず、
日中の暖かい時間帯に行うことにしました。バイタル測定後、すぐに母の胸でカンガルーケアし、布
団を掛けて保温に努めました。　分娩直後の気道吸引は、３年前より新生児蘇生法の研修でバルブシ
リンジを勧められて購入はしていましたが、使用していませんでした。しかし今震災時の停電を機会に、
バルブシリンジへ切り換えることができました。
震災後 2 週間で 29 件の分娩を行いました。器材の滅菌消毒ができず、消毒済みの分娩セットが底を
つき、それ以後は分娩室とザールから寄せ集めた必要最小限の消毒済み器材を使用しました。
手術室の使用ができなくなり、帝王切開はできませんでした。3 月 13 日、震災翌日朝 8 時、回旋異
常で分娩停止の産婦の母体搬送を決断しました。しかし１１９番に電話が繋がらず、岩沼消防署へ直
接救急要請に行きました。搬送先の病院へも全く連絡が取れないまま仙台赤十字病院へ向かい、無事
帝王切開での分娩となりました。予定帝王切開の患者は県南中核病院に紹介し帝王切開していただき
ました。
平成 18 年に宮城大学での震災の研修後、当院でもできることは改善していました。レスキューママ
の導入・新生児室の非常時物品の整備・災害用分娩セットの作成・テレビの固定・避難経路の確保・
物品棚の転倒防止・物品の落下防止・ベビー室のガラスに飛散防止フィルムの貼付など地震に対する
備えはしていました。これらは今回３月 11 日の時に役立ちました。
　今回の地震における問題点は、津波の時の避難マニュアルがなかったことでした。火災・地震時の
マニュアルは作成しておりましたが、津波は想定していませんでした。役割分担をし直し災害マニュ
アルを改訂しました。
　自家発電の故障も大きな問題でした。自
家発電の故障に備えて、ガソリンで動く２
kw の発電機を３台購入しました。
　災害時新生児処置セットの作成や、停電
時でも使用可能なディスポの娩出吸引カッ
プを購入しました。
　分娩セットの器材も、洗浄が少なくて済
むようコンパクトなセットに変更するなど
の改善を行いました。
　再度このような大震災が起きた時も 1 日
も病院を休むことなく、安全・安心な分娩
を提供できるように頑張っていきたいと
思っています。
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３）東北大学病院産科病棟の東日本大震災記録

後藤あき子（仙台市　東北大学病院婦人科病棟：当時産科病棟）

東北大学病院はベッド床が1,308床・東西17階まで病棟があり、産科病棟は東6階に位置している。
平成 23 年 3 月 11 日（金）14 時 46 分地震発生時、産科病棟（42 床）には入院患者さん 28 名・新
生児 5 名が在室・分娩進行者が２名いた。患者さんの安全確認をし、付添いのいない個室の妊産婦さ
んにはスタッフを配置、その後デイルームに集めた。5 人の褥婦には防災用スリング（新生児の抱っ
こバンドと防災頭巾）を配布し、全員防寒具を着て貴重品を持ちいつでも避難できるよう指示した。徐々
に休みや夜勤明けのスタッフが駆けつけ救急部等に応援に入った。

20 時ころからは他施設が被災のため帝王切開術が困難となった患者など、急患搬送が翌朝まで続
いた。中には津波に遭い意識のない妊婦搬送、という連絡あり（一緒に来た方も裸足のまま足の包帯
には血がにじんでいた）その後到着し妊婦さんは助かった。所持金も携帯電話も流されて何もない…。
廊下のソファーに眠る小さな子供に毛布を掛けてあげることしかできなかった。翌日、母児のみの帰
宅不能者に関して 13 階の空き病棟に入室許可がおりたが、退院扱いのため、給食もなく（ミルクも
ない）入れない状況だった。結局空床のある病棟に次々転棟させた。手術室が使用不能となり 12 日
の分娩 3 件のうち、1 件は分娩室で帝王切開術を実施した。以後も連日手術が続いたが数年前から超
緊急帝王切開術実施に向けての訓練を行っていたのでスムーズに病棟で手術ができた。分娩数は 1 日
5 件から 8 件、1 日入院数 6 名から 7 名、と多く推移した。

急患は 13 日に 13 名、それ以降も 14 名等と多かった。病床稼働率は 14 日以降 100％近い数値
で推移し 1 日在室新生児数も 11 名～ 19 名と多い日が続き、マンパワー不足のため休みのスタッフ
を夜間に出勤させた日もあった。他科に先駆け 14 日に産科外来を再開し、病棟から助産師 2 名を派
遣しトリアージをしながら実施した。

15 日には被災地の助産師から応援の連絡があり、数日分娩介助等をしていただき大変助かった。
この日は公立気仙沼病院から妊産婦のヘリコプター搬送が 1 日で 7 名あった。また、他施設からの妊
産婦搬送増加のため入院期間の短縮を開始した（産後 3 日目退院、帝王切開者は 5 日目に抜糸して退
院）。退院時Ｋ２シロップをシリンジに入れて持参させ、地域の開業助産師（宮城県助産師会）をマッ
プの活用をしながら紹介した。

災害対策本部では病院長が指揮をとり、連日 1 日 2 回会議（多職種）が開かれた。震災直後は断
水と停電（しばらく自家発電）でトイレ問題が発生したが、何とかクリアした。セキュリティードア
は動かなくなったが、病棟内の大きな施設破損や機器破損はなかった。都市ガスが長期間止まりボイ
ラー使用不能で給湯は全く無く、暖房も利かず病院は寒くなった。産科病棟には褥婦用に幅広ベッド
が 10 床あり、赤ちゃんはいつも母親と隣り合わせだったため寒さは乗り切れた。電話は院内ＰＨＳ
が時々使用できたが殆ど全てが紙と口頭伝言で動いた。患者給食は、夕食からしばらくの間非常食を
スタッフが準備し配膳した。ミルクは病棟で作成開始（自家発電によりポット使用・瓶の消毒は専用
消毒液）をしたがほとんどが母乳栄養のため回数はわずかであり、3 日後ミルクは栄養管理室で作成
可能となった。翌日、シーツと毛布が不足になると連絡があり、全ての物の節約をした。14 日に中材
の高圧滅菌が不能となり、医師が数か所の施設回り（1 日 2 回）をして協力し合い 24 日に復旧した。
給湯が不能のため洗髪希望者（10 名以上）には洗髪機で湯を保温し、病院内ボランティアに洗髪をし
てもらい助かった。病院ボランティアは（主に東北大学学生）900 名以上に上った。気仙沼と石巻に
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医師がお産セット等を持参し支援もした。16 日（水）にはおむつが不足し、手配をしたが手違いで他
部署や他施設に全て運ばれてしまい非常に苦労した。災害対策本部に産科分の確保を直接依頼した。
新生児用エコリシン点眼液も不足し使いまわしその後は使わない方向となった。新生児の着物も 23
日まで病棟で洗濯をした。4 月以降、宮城県助産師会から妊産婦さん用の支援物資が届き運ぶことが
できた。
　産科の防災マニュアルは使用していたが、更に翌年アクションカードを作成した（表裏）。

 

 

 

 
これ以外にも「責任者用」「重症患者担当用」「妊婦用」「褥婦用」「分娩室用」「外回り用」がある。メー

リングリストも作成して運用規定が作られた。
当時、スタッフの安全確認は最終的にできたが、家族や親戚が津波に遭ったり実家が流されたり床

上浸水になったりしたスタッフがいた。涙を流す姿や辛い姿を見つけては休みをあげたが、間もなく
自主出勤して黙々と働く。家にいても何もできず苦しかったのだろう。通勤困難者が続出し（交通手段・
ガソリン問題・けが）、やむなく面談室や洗髪室で何日も夜を明かしては働いた。現地で救援活動する
スタッフもいた。

思い返せば、エレベーターが復旧するまでの間の階段の往復では、患者さんの移動や報告連絡のた
めに本当に大勢の人と挨拶を交わしながらすれ違った。挨拶はあたたかく、階段はとても狭いと感じた。
炊き出しでいただいたおむすびの美味しかったこと。空腹と水分不足の日々。病院でのボイラーが作
動せず、自宅のガスも 1 か月以上復旧せず、水でのシャワーの辛さを味わった。みんなで苦しみ助け
合ったことが昨日のように甦る。医師看護職・事務職等々、全ての人が１つに繋がり、病院は寒かっ
たが心はとても暖かかった。本部会議はいつも立ったままで骨折中の私は苦しさのせいもあったのか、
時々脳貧血状態になったが倒れる前になんとか廊下に出て座り、聞き耳を立てた。自宅にたまに帰り、
地域に貢献できなかったことを悔いた。人は 1 人では生きていけない。命と絆を大切にしながらこれ
からできることをまた前向きに取り組んでいきたい。
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４）つながって行こう―震災を経験して

　高津真理子（塩釜市　出張助産師）　

2-3 日前、家の上を 1 台のヘリコプターが飛んで行った。ヘリコプターのプロペラ音を聞くと、あ
の日から始まる日々が思い出され、何だか落ち着かない気持ちになる。

あの日、2011 年 3 月 11 日 2 時 46 分、私は午後から仕事が入っていなかったので、一人でのん
びり映画を観ていた。もうそろそろ終盤という頃、ガタガタという横揺れ。2 日前にも震度 5 があっ
たばかり、「またか、もうすぐ終わるのに…」と思うが横揺れはどんどん強さを増し、ジェットコースター
の椅子に座っている様。排水管が壊れたのか、壁からは水が流れ出し、停電。非常灯がつき、係員の
すばやい対応で長い揺れの中を非常口へ誘導されながら、係の人はすごいな、ちゃんと訓練されてい
るな、と妙に落ち着いた気持ちで思ったのを覚えている。

一人家にいる 84 歳の義母のことが気になりながら、帰る車のラジオからは 5 ～ 6 メートルの津波
というようなことを言っていたと思うが、山国育ちの私のイメージは、絵に書いたような 5 ～ 6 メー
トルの高い高い波がおおいかぶさる感覚で、後にテレビで見た、海が盛り上がってそのまま押し寄せ
てくるものとはほど遠い幼稚なイメージしかなかった。

家に帰ってからも、まず家のこと、家族のこと、そしてご近所との情報交換。それ位で、あー暗く
なる前に夕食を何か作らなくちゃ、と現実的なことにとらわれる。その頃ラジオからは、津波で荒浜
の住人 200 ～ 300 人の犠牲者が確認されたと報道しているが、耳から入る情報だけでは、どういう
ことか想像が及ばない。

停電で我が家の暖房は機能せず。外を見ても暗闇に時々照らす車のヘッドライト以外は、10 階建
ての坂総合病院の自家発電での明かりが見えるだけ。病院勤務の夫とはもちろん連絡は取れなかった
が、その病院の中でどんな大変な状況になっているかも想像すらできなかった。

出張専門の開業助産師として細々と仕事をしている身、病院勤務であれば、休日であってもとにか
く病院へ、と毎年の災害訓練などでイメージトレーニングもしているのであろうが、施設を持ってい
るわけでもない一助産師は、医療者として何かしなければ、という意識がこの時点では何もなかった。

私が目にする範囲では、つぶれた家も倒れたブロック塀もなかった。視覚から入る被害の情報がな
い分、ピンとこないところがあったと思うが夜 8 時頃、数キロ離れた石油精製所で爆発音とともに赤
く大きな炎が上がった時は初めて体が震えた。この火災は 4 日間燃え続けた。

次の日から 2 ～ 3 日は買い出し、水汲みに明け暮れた。最長 5 時間半食料を求めて並んだ。しか
し時間がたつにつれ、津波被害の状況がわかってきた。水汲みに並んだ前のおじさんが、車ごと津波
に流され、運よくガラスが割れて助かったという話を淡々と話した。

それにつれ私も何かしなくては、自分にできることはなんだろう、と自問するようになった。しかし、
どこに所属しているわけでもない、どこで声をあげていいのかもわからなかった。やがて電話状況が
良くなると、助産師会の田村さんから安否確認の電話をいただき、大変うれしく、心強く思った。
　4 ～ 5 日、夫が勤務する病院でスタッフや応援スタッフの昼食を出すボランティアで参加させても
らったりしたが、そんなある日、開業助産師の先輩の笠松さんから、助産師会を通してジョイセフの



５．会員の被災体験と支援活動

40

支援物資配布の話があり、すぐに参加させてもらうことにした。しかし、この時点で何をどうするの
かもわからず、3 月 25 日多賀城市役所で落ち合った。
　市役所の倉庫を見て驚いた。種々の支援物資の山、行政の人手不足のためか、被災者に物資がうま
く届いていないことが予想される。その倉庫の軒先を借りる形でジョイセフからの支援物資を降ろす。

『被災者に直接手渡してほしい！』というジョイセフの意向もあり、地域の避難所にここから直接搬入。
かかわった助産師の伝をたよりに、遠く東松島市や気仙沼のほうまでガソリン事情が悪い中届けても
らった。お寺の自主避難所に届け、地域の人に取りに来ていただいたりもした。
その後もジョイセフから届く支援物資をまずどこに降ろしてもらうか？公共の場所は借りられても 1
日、次の日には移動してほしいと言われ、皆で知恵をしぼった。地域の人は皆被災者、『母と子の元気市』
を開こう、と。

まずは場所、学校の体育館はみな避難所や物資置場になっており使えない。なんとか中学校の軒先
をお借りすることができた。軒先といっても 4 トントラック 2 台分の支援物資である。そして人集め。
友人、知人、協力者 30 名ほどが集まり、チラシを作り、地域に張ったり、配ったり、ケーブルテレ
ビやラジオでも流してもらった。

そして 3 月 31 日、どの位の人が集まってくれるだろうか？という不安をよそに、準備している間
にも 2 重 3 重の列ができた。妊婦さんやお子さん連れの方が多い。　

てんやわんやの準備の中、一人のおじさんが近づいてきて、『こんなやり方では絶対もめごとが起
きる！自分は給水車の係をしたからよくわかる！』と。でも開始時間が迫っており、今からどうする
こともできない。自分たちが打ち合わせたようにやるだけ。

今にも雨が降りそうな空にハラハラしながらも、一人に一人ずつカゴを持って係がつき、品物を説
明しながら一人 10 点ずつ、と流れ作業で無我夢中の約 2 時間。たいした混乱もなく終了することが
できた。

育児用品、女性用衣類、肌着、生活用品などの母と子の物中心に、長い列の皆さんに十分ゆきわた
る量の支援物資を届けて下さったジョイセフの方々に感謝。

その後 4 月 23 日にも山元町で同じ「母と子の元気市」を開催した。ここは被害状況がより広範囲
で町全体に及ぶような状況だったので開催するにあたっては、中に入った地元の助産師は大変だった
ようである。

私はアナログ人間で、パソコンもインターネットもほとんどできないので、今回の震災では情報収
集とか情報発信したりという面でとても力不足を感じた。宮城県助産師会から被災直後の会長声明で

「自分ができることをそれぞれ自己責任のもとにやりましょう」と出されていたというのもずいぶん後
になって知った状態だった。

今回の多賀城、塩釜地区を中心としたジョイセフの支援活動にしても避難所の情報収集、行政との
連絡、交渉等、ほとんどを先輩開業助産師の笠松さんに負うところが大きかった。普段一人で活動し
ている開業助産師といえども、地域で連携することの大切さを強く感じた。

それは病院、診療所で働く助産師も思いは同じで、震災後近隣２市３町の病院、産婦人科医院の助
産師、開業助産師がネットワークを作り、定期的な集りを持ち、行政との間で気になる妊婦や母子の「連
絡シート」を作り、「災害時報告チェックリスト」、母子対象の「災害時のしおり」などの作成、地域
の助産師、看護師対象の勉強会を行うようにもなった。

看護協会からの支援金も認められ、地域での母子対象の「子育てサロン」も計画中である。一つの
病院、診療所ではなかなかできないことも連携することにより、いろいろなアイディアが出、実現可
能になってきている。

つらい震災、津波の体験ではあったが、それを無駄にしないよう、この連携を強いものに発展させ
ていかなければと思っている。
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５）私が体験した東日本大震災

岩佐あけみ（山元町　母乳育児相談室マミーぱい × ２）

３月１１日。忘れられない日、あの日は娘の卒業式。卒業式が終わり、自宅に帰り午後からは確定
申告のため町役場に行っていました。まもなく自分の番という時に、ものすごい揺れとがたがたとい
う音。立っていられず、床に四つんばいになって机の下にもぐるけど、揺れで出てしまう。何分たっ
たんだろう長い。このままここで死んでしまうのかと思いました。やっと揺れが収まり３階から外に
出ると、役場の外壁にものすごい亀裂。近くの人と「まず、子供のところに行かないと」と言って別れ、
車で自宅に向かいました。帰る途中は、道路のあちこちに亀裂があり、コンクリートの塀は崩れて通
れなくなっていました。近くの池は周りが水浸し。線路は遮断機が下りたままで通れず、みんなで上
げて何とか通りました。家に着くと娘が玄関で泣いていて、夫が「今から小学校に下の息子を迎えに
行く」と車を出していました。自宅は海岸から８００メートルのところです。浜街道では消防車が「津
波が来ます。避難してください」としきりに走っていました。夫と息子が帰ってきて「津波っていっ
たってここまでこないこない。大丈夫だ」と近所の人と話しながら外で話していると、浜に住んでい
る人が、「津波来るからにげろ」と言って高台に逃げていきます。ふと海のほうを見ると松林のうえに
津波が見えます。「なんていう高さ、のまれたら死ぬ。」そう思ってすぐに車１台に乗って逃げました。
途中、飼い犬の鎖をはずしていないと車を止めると後ろから瓦礫の混ざった水が襲ってきていて線路
をぐにゃりと曲げたのを見て、急いで車を動かし高台に逃げました。その後、先に逃げた義理の父と
母に会い、私の山側にある実家に行きました。夫の親類と総勢２０名。「この世の終わりかもしれない」
と不安に思いながら、そして寒くて寒くて眠れない夜でした。

次の日、役場の救護所に行くと、たくさんの人。会う人会う人に「よかったー生きていたんだ。み
んな大丈夫？」と声をかける。救護所には次から次と、自衛隊の人が、担架に乗せた人を運んできま
した。そのほとんどを救急車で病院に運んでもらいました。避難している人たちも次から次と来ました。

「いつも飲んでいる薬がない。」「靴下がなくて」「服がぬれて寒い」などなど。でも、救護所には何も
ないので、ストーブを焚いてお湯を沸かしてあったかいお湯を飲んでもらう。ぬれた人の服を脱がせ
て乾いた布で拭く。それしかできませんでした。支援物資が届いたのは１週間後。それまで１日おき
に救護所に行き、その後はインフルエンザが流行りだし、１つの避難所の管理を任せられたり、しかし、
体温計は、保健センターから持っていった１本と、実家から持っていった１本と、避難所にあった１
本の３本で１５０人の検温。朝６時３０分から始まり１時間はかかっていました。

その後は、妊婦や赤ちゃんを捜してみましたが、ほとんど町外に出ており避難所には数人しかいま
せん。町役場に許可を得て妊婦台帳を出し連絡を取ってみましたが、やはり、町外に出ている人や、
親類の家にいっていました。また、「近くの産婦人科の病院がやっていないから、健診などどうしたら
いいか」「お産になったらどこに行けばいいか」など不安の声が聞かれ、それに対しても、県の保健師
に確認をとったりと動きました。また、隣町まで、「避難所に助産師が居るので心配なことがあったら
連絡してください」と言って回り、助産師が居ることを周知して回りました。

自宅は全壊のため 23 年の４月には大河原に引っ越しました。1 年 8 か月経ちましたが、いろいろ
な不安と戦いながら今に至っています。支援していただいている方々には深く感謝しております。
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（図１　発災当日から３日目までの活動）　　　　　　　　　（図２　町内最大の避難所）

　震災直後は町内約 60 か所の避難所に 9,500 人が身を寄せました。（図２）
　どの避難所もライフラインが途絶え、満足な食料もなく避難者の多くが高齢者でした。当院の西澤
医師は最大の避難所であるベイサイドアリーナに入り、他の開業医と保健師等は 3 ヶ所の避難所で医
療班として活動を開始していました。病院を失った私達看護師が各避難所に常駐することは、不安で
したがごく自然であり、家や家族を亡くし被災した職員は、その避難所が「住まい」となりました。

６）東日本大震災後の取り組みを振り返って

高橋るり子（南三陸町　公立志津川病院）　

宮城県北東部で太平洋に面する南三陸町は、2011 年 3 月 11 日の地震と大津波により、病院を含
む警察、役場等町の主要機関は壊滅しました。被災病院に勤務する職員として発災直後からの取り組
みと医療活動を報告します。

発災当日、５階建ての病院は災害時の指定避難場所になっていた為、地震対応マニュアルに従い避
難状況の確認、入院患者の安全確保、周辺からの避難住民の誘導に職員全員で対応しましたが、津波
は４階まで襲来し、入院患者 70 名と職員 4 名の尊い命が奪われました。

浸水を免れた 5 階会議室には患者、地域住民、職員等約 240 人が避難し、医療機器も薬も毛布さ
えも無い状況で、床にはダンボール紙を敷きカーテン等を外して低体温防止に努めながら、凍える寒
さに耐える患者さんの傍らに付き添うことが、「唯一私達にできる看護」でした。（図１）

トイレは１ヶ所だけだったので、紙おむつやビニール袋を用い、使用方法の指導をしながら衛生管
理を行いました。食料や飲料水の備蓄もなく、患者安全には短時間での脱出が必要なため、情報発信
が急務でした。停電した館内では、津波による浸水と繰り返し襲う余震で病院倒壊の不安を抱えながら、
誰もが「死を覚悟した」筈なのに、不満や大声を出す方もなく静かで長い一夜を過ごしました。

　２日目、石巻赤十字病院にリコプターによる患者搬送が開始されました。海水が引き、病院スタッ
フが住民に付き添い指定避難所まで徒歩で誘導し、残った患者さんや住民と共に２日目の院内待機と
なりました。

　３日目、最終の患者搬送を終えた後、使えそうな医療備品を背負い全員がヘリで病院から脱出で
き、町内にある９ヶ所の避難所に看護職員が移動し、高齢者の多い被災者ケアを担当しました。
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避難所では、着のみ着のままで避難してきた方がほとんどで、「薬が無い」ための体調不良や不安
を訴える方が多く、その対応をしながら “ 医療の必要な方を診療に繋ぐこと ” から始めました。「避難
住民の安全を守ること」を目的に、避難所アセスメント、健康管理、感染予防、医療チームとの共働、
訪問看護・訪問診療を中心に取り組みました。劣悪な環境下での衛生指導、限られた生活空間での深
部静脈血栓症の予防、ひとりひとりの健康相談、健康管理用紙（簡易カルテ）の作成を行いました。

発災 4 日目には各地の DMAT が到着し、避難所に臨時診療所を開設しました。その後、全国から
の医療支援は 20 チームに及び、急性期疾患の対処と慢性疾患管理、避難所での被災者の健康管理から、
町内全域での在宅患者把握と巡回訪問にまで支援内容が拡大されました。

私達は地元の看護師として、診療の補助に加え住民と医療支援チームとのメディエーターとしての
役割も担当しました。毎朝行われたクラスターミーティングでは、当院医師が医療コーディネーター
となり、全避難所の医療班に保健師チームも加わり、情報交換と今後の医療活動の確認を行ないました。

私は、3 月中旬から町の保健師と協力して母子保健活動にも参加しました。
町内の妊産褥婦・新生児の把握は、戸籍台帳や巡回および避難所医療支援チームからの報告情報を

元に保健師と手分けして「リスト作成」を行ないました。その結果、25 名の妊産褥婦・新生児を把握
され、避難先に訪問できました。

東北大学小児科松田直先生や石巻日赤病院産婦人科千坂先生が、母子保健支援のために来町され週
１回の合同カンファレンスが開始されました。ハイリスク事例の検討や不足物品（ドップラー、ミルク、
哺乳瓶、おむつ等）の確認・補充がなされ、訪問巡回に使用する車の無償貸与や避難生活に困難を来
す妊産褥婦の町外避難の紹介、生活環境の確保にまで協力いただきました。

東北大学助産学科の佐藤喜根子教授も数回にわたり来町され、心強い励ましを頂きました。
助産師会からの支援物資も数回にわたり頂き、配布することができました。
また、3 月末からは、イスラエル医療団の支援も加わり、私自身もイスラエルの産婦人科医師や助

産師と同行して、数名の妊産婦・新生児訪問を行いました。異国からの医療スタッフの支援を本当に
スムーズに住民が受け入れてくれるのか、電話も電気もない状況下での突撃訪問でした。どのお宅も
快く受け入れていただき、携帯型超音波を持参しての胎児の生育状況や胎盤の成熟度等の確認を行な
いました。訪問した方が IUGR( 子宮内胎児発育遅延 ) の疑いだったので、石巻日赤の千坂先生に直接
電話して、医師同士での直接情報交換をしていただき受診に繋がりました。私一人で訪問した事例は、
切迫早産傾向だったので、やはり直接千坂先生に電話相談して緊急処方・翌日受診の指示を頂きました。
先生方からのバックアップ体制は、カンファレンス等での来町から顔の見える連携に繋がったと感謝
しています。何もなくなった町において、言葉にはできないぐらい心強く頼れる支援だったと感謝し、
この場をお借りしてあつく御礼申し上げます。

5 月 14 日には医療の自立の為、全ての医療チームが撤退し、避難所受診者数は延べ 30,557 人で
した。

最後に、震災で亡くなられた多くの方々のご冥福をお祈りし、私達は町の復興のため今後も活動し
ていきます。

全国からの沢山のご支援に感謝申し上げます。ありがとうございました。
（震災後訪問した妊婦さんが無事に出産され、口々にお礼を述べていた事をお伝えします。）
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７）避難所運営を経験！

加藤由美（一般社団法人宮城県助産師会　前保健指導部会長）

３月１１日の午後たまたま知人との食事会で多賀城にいた。
１４時４６分　大きな揺れ、テーブルの下に隠れ、皆で「大丈夫？」と手をつなぎながら、揺れが

収まるのを待った。“ 昔の宮城県沖地震と比べて長くて、日本はどうなるんだろう・・・” とボーと思
いながら・・・。少し揺れが収まったところですぐ、店外へ出た。また揺れる。皆、電話をしたり、メー
ルをしはじめた。私はワンセグをみた。「大津波が来る」との報道で、まず帰宅しようと提案した。も
う少し揺れがおさまったらという意見もあったが、海沿いを通らず自宅に帰るルートで車を運転した。

１４時５２分　中３の明日卒業式を迎えるはずの娘からメール「大丈夫」
１５時０２分　長女から「あたしげんきだよ」
１５時０９分　次女から「まどか生きてます」
電柱が余震で大きく揺れる道路。メールをみてホッとした。
実母と義母の家に寄り安否確認をして家に着いた。足の踏み場がない。仏壇も飛んでいる。中３の

末の娘がいない。メールを何回か送信。中学校にいると返信あり。
中学校の武道館が避難所になった事を知った。校舎も体育館も壊れ、武道館しか使えなかった。家

を片付けようとしたが、トイレへも行けず、武道館で夜を過ごすことにした。毛布を持って武道館へ。
学校の先生方が対応されていた。その中に町内会でいつもお世話になっている女性が、来所する方に
ペットボトルの水とカンパンを渡していた。挨拶をして自然に隣に座って水とカンパンを渡していた。

３月１１日の夜　３８０名近くの方が武道館へ。
余震が何度も。キャーという声、子どもの泣き声、あやす声
３月１２日は学校の先生方が、ドラム缶でお湯を沸かしアルファ米を避難所の皆に作り、配布して

くれていた。その夜、校長よりこの避難所の運営は地域の方で行ってほしい旨の要望があった。小学
校に連合町内会主体の避難所があり、中学校は自然発生的に避難所になった所であった。本当に避難
してきた人ばかりだった。皆、静かに下を向いた。カンパンと水を渡していた女性が、中学校の施設
開放の役員をしていたこともあり、中学校の校長から声がかかり中心的存在になった。そして、その
隣に座っていた私も中学校の保護者、役員、先生と顔なじみということでサブ的な役割をいただいた。

明日からの食事作りの当番を決めなくてはいけない。皆にお手伝いをお願いすると３０～４０人の
方が前にすぐに出てきてくれた。中学生も高校生も。皆、何かはしたいと思っていたのだと思う。中
心となる。主体となる。責任を負うことが不安？だったのであろう。

３月１２日ペットボトルの水を渡していると、ミルクの水がないと赤ちゃんをつれた母から話され
る。先生たちへ話して、２本分お渡しする。お湯が沸かせない。避難所のストーブで沸かしている。
お湯をポットにいれておいて、その都度渡す。

何人かの母親から、ミルクが無くなった、どうしようと訴えあり。「子どもが泣くので・・」と自
宅に帰り、配食の際に来た母たちに声をかける。飲まないままのミルクがあるので持ってきますと避
難所にわけてくれた。それを皆に分ける。

１歳３カ月ミルクがないと夜泣くという母へはミルクは卒業してもよい時期であると伝える。幼児
食の工夫なども伝える。
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哺乳ビン、消毒できないという訴え。３カ月過ぎていればよく洗うだけで大丈夫。スプーン飲み、コッ
プ飲みのやり方伝える。

２～３歳の子、活発だがこわがる。どう対応したらいいか？抱っこ、声掛け、遊び。母だけで自宅
で不安な時、避難所で日中一緒にいませんか。

今日、予定日の妊婦が食べ物がない。自分あての配食されたものをお渡ししました。病院に連絡が
つかない。電話では難しい。ガソリンが多めに入っているのであれば、病院に直接行ってみるのもよい。
閉まっていて、緊急の時は別の病院も考える必要ありえる。助産師と名乗っていたわけではないが母
親へのアドバイスをしていた。

避難所全体での手洗いは水が出なかったが、手持ちの消毒薬があり、トイレの後、食前などで使用
していた。トイレ掃除はプールから水を汲み、その都度、個人が流すことにして、汚れは使用毎に清
掃するよう伝達。

食事の配食の際に、本日の連絡事項や注意など全員に説明した。名簿は２日目から作成し自衛隊へ
の物品の依頼、配布、３食の配食、在庫確認、人数に合わせたメニューなど考えた。一時はアルファ
米が不足し、一度配食し、まだ食べていない物を提供していただき、わかめのおかかを作って食べた
りした。アルファ米は３月２０日に避難所が閉鎖されるまで何回炊いたことだろう。

家の中で生活できるようになったのは３月１６日。家族や実母は自宅で寝泊まりするようになった
が、避難所運営は実質３，４名で行っており、途中で帰宅するとは言いにくく、結局、３月２０日の避
難所閉鎖、拭き掃除をして、学校に引き渡すまで避難所生活をした。

家の片付けは夫や子どもがしてくれた。仕事も４月まで、休みとなり、時間的にも余裕があり、避
難所運営に関わることができた。何故といえば、地域に密着していたからなのかもしれないが、たま
たま避難所に足を向けていたからというのが大きいと思う。いつも通りにやっていたら、運営側にい
たというかんじでした。

運営スタッフとして関わった方たちは今まで以上にお付き合いすることができています。
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８）3.11 その時私は

加藤美江子（仙台市　かとう母乳育児相談室）

未曾有の大震災から二度目の冬が来ました。今でも寒い夜に降ってくる雪を見ると、震災当時を昨日
の事のように思い出します。真っ暗で静かな中、時折通る車の音と、揺れる前に鳴る地響きを今でも忘
れません。

あの日私はいつものように仕事をしていました。乳房トラブルの方の手技が終わり、次の方をベッド
へ案内しようとした時でした。各々の携帯から普段聞いた事のない音が相談室内に一斉に鳴り響き、い
きなり大きな揺れが襲ってきました。赤ちゃんを守るように抱きかかえ身を丸めたお母さん達に、赤ちゃ
ん用の布団を頭から被せました。大きな窓ガラスには飛散防止フイルムを貼っているものの、万が一外
から飛び込んでくる物で怪我をさせないよう直ぐにブラインドを降ろし、転倒防止板を挟んだ高さ 90㎝
の本棚を押さえ、地震がおさまるまでみんなでじっと堪えました。終わるかと思ったのも一瞬で、再び
大きな揺れが。２階で物が落ちたのか大きな音が頭上に響きます。怖さより相談室にいるお母さんと赤
ちゃん達を守らなければ、という思いで必死でした。幸いお母さんや赤ちゃん達に怪我はなく本当に心
からほっとしました。

ほっとしたのも束の間、帰宅するまでがとても心配でした。1 人はすぐ近くでしたが、もう 1 人の方
は、車で 45 分の所です。山側ですが、大きな余震の中赤ちゃんとお母さん 2 人で帰す事がとても不安
でした。しかしどうしても自宅に戻りたいという強い気持ちに、15 時半過ぎに帰るなら明るいうちと決
断しました。ガソリンは充分入っている。私は２階に駆け上がり、無事だった炊飯ジャーにあるご飯を
ラップに包み、水・オムツ・お尻拭き・ポリ袋・ティッシュ・大人用の簡易トイレ・毛布などを持たせ、
メルアドを交換し見送りました。「無事着いた。」のメールが届いたのは 20 時過ぎでした。3 時間近く
かかり到着したそうです。電気が消え信号が止まった中での運転がどんなに大変か、連絡が届くまでと
ても心配でした。

お母さん達は無事だろうか。助産師のみんなは？病院勤務者は仕事に追われているだろう。夫は会社
だと思うが、大学生の息子は？心配が頭の中をよぎり、みんなの無事をひたすら祈りました。

当相談室のある八木山南は津波の被害はありませんが、車を少し走らせると、地滑りなどで集団移
転を余儀なくされた所もあります。道路に至っては、当相談室から仙台駅に近距離で向かうのに主に 3
つのルートがありますが、そのうち 2 つが通行止めになりました。更にガソリンが手に入り難くなった
事もあり、お母さん達の来所は震災から 2 週間後からで、人数も 1 日に 1 人か 2 人位でした。その間、
私は近くの避難所として使われている小学校や中学校を回りましたが、数日もしないうちに赤ちゃん連
れの家族は殆ど見られなくなっていました。電気や水道が止まった状態ではミルクをあげられず、又、
暖をとれない等で実家や親戚、友人を頼って避難していたのでした。唯一母乳で育てているお母さんが
1 人残っていて「着替えがなくなって困っている。」と言うので、当相談室にあったものと宮城県助産師
会から届けていただいたものを差し上げ大変喜ばれました。

ライフラインの復旧まで、電気３日、水道 2 週間、ガスは一番長く 5 週間かかりました。ライフラ
インが断たれた中、心配だったのは近所の在宅で寝たきりの方でした。電気で痰の吸引器を動かしてい
ます。吸引のバッテリーはもって 1 日と言われました。あとは車の充電用コンセントを使用。手動でも
できますが、吸引できなければ命にかかわります。是非私の車のガソリンも使って欲しいと伝え、電気
の復旧を待ちました。
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電気が復旧し、初めて見たテレビの映像に言葉を失いました。支援物資を亘理町や山元町に届けに
行った時、かつて見ていた風景が津波によって変わり果てたその爪痕に、頭の中が真っ白になり直ぐ
には受け入れられませんでした。震災直後何かしなければという焦りのような気持ちにかられました。
しかし、支援物資を届け、当相談室に来所されたお母さん達への乳房ケアや育児相談、電話相談等に
こたえることで精一杯でした。

震災後に感じた事は、あたりまえと思っていたことが、実はそうではなかった事。TV の画面から
何度も流れる凄まじい映像に言葉を失う程ショックで、ただ生きているだけで幸せだと思いました。
何時間も並んで一人２リットルの水。水道の蛇口から水が勢いよく出た時は、惜しみなく使える事の
有難さがわかりました。初めて入ったお風呂は震災後 8 日目。その後も一週間おきが暫く続きました。
不自由な生活でしたが、今までが何不自由なく生活していたのです。当時は、一日一日無事生活でき
る事に感謝でした。

大震災以降、お母さん達の意識は変わりました。どこに行くにも今地震が来たらどうするか、常に
意識するようになったといいます。又、折りたたむとコンパクトになるおんぶ紐をいつも携帯してい
る方。停電後、立体駐車場から車が出せなくなった経験から、立駐を避け、1 階に駐車する方。保育
園や幼稚園を選ぶときも、自宅や職場の近く、又は、お迎えに直ぐ行ってくれる実家の近くなど、選
択の基準が変わりました。地震の時は、直ぐには帰ることができないからです。

当相談室を開設時宮城県沖地震に備え、非常用の食料や水、オムツ等準備していました。通常 3 日
分と言われていますが、それでは全く足りないと思いました。震災前日に偶然購入した 10㎏のお米が、
とても貴重で精神的に救われました。私達家族だったらなんとでもなりますが、もしもの時相談室に
避難するお母さんや赤ちゃんの事を考え、震災以降新たに準備したものがあります。カセットガス式
暖房器具です。当相談室はガスによる温水ルームヒーターを使用。そのため災害時用として石油ストー
ブは準備していましたが、灯油を直ぐに購入できず使用できませんでした。電気さえ止まらなければ
エアコンやオイルヒータは使えます。その他に使い捨て哺乳瓶・ミルク缶も多めに準備。ソーラー式
＆手回し式＆乾電池式携帯充電器・車用携帯充電器・折りたたみ式水缶・防災用簡易ペンライト・寒
い冬は暖かいものが必要と考え、発熱剤がセットされている非常用ご飯。以前は、発熱剤がなかった
ものを準備していました。使って役だった物は、圧力鍋・湯たんぽ等でした。しかし、こうしてたく
さんのものを準備したものの、最後は人と人との繋がりが大切だと実感しています。相談室にいらっ
しゃるお母さん達からも、近所の方や見ず知らずの方に助けていただいたと伺いました。水が不自由
なのを知った当相談室に来所されていたお母さんから「何百リットルも入る大きなタンクがあるので
水を届けます。」というお電話を頂きました。ガソリンのない中でしたので、気持ちだけ嬉しく受け取
りました。近所の方だけでなく、助産師仲間や友人からいろいろとたくさんのお心遣いを頂きました。
励ましの電話やメールにとても心強く感じ、本当に有り難いと思いました。

あの未曾有の大震災からもうすぐ 2 年が経とうとしています。テレビでは風化しないよう忘れない
ようにといいますが、いつどんな時でも忘れるはずがありません。今は震災前と変わらず、母乳育児
相談室でお母さん達への乳房ケアや母乳育児相談等の毎日を送っていますが、いち助産師として何が
できたかこれから何ができるのか今でも考えています。災害を経験したたくさんの方達から伺った生
きた知恵をお母さん達に伝えていきたいと思います。　
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９）私が経験した東日本大震災   
 

武者文子（仙台市　母乳育児相談室まんまはうす）

太白区長町周辺のライフラインは、断水はありませんでしたが、電気の復旧に 5 日間、都市ガスの
復旧に約 1 か月かかりました。相談室はプロパンガスだったので、電気がついたらガスも復旧し、5
日目からお風呂に入ることができました。最初は自分の相談室で出来る支援をしようと思い、助産師
仲間 5 人集め、赤ちゃんと産後のお母さんのお風呂サービスを企画しました。太白区の保健師さんた
ちが避難所にいるお母さんやおむつかぶれのひどい赤ちゃんを紹介してくれましたが、この時はガソ
リンがなく、利用はあまりありませんでした。後でお母さん方に聞いたところ、ベビーバスにポット
で沸かしたお湯をためて子どものお風呂くらいならなんとかなったといっていました。

私は産婦人科クリニックでも時々勤務をしていましたが、震災の最中にお産が始まった産婦さんが
いて、強い余震の中で赤ちゃんを出産されました。その方は沿岸部の方で、「陣痛が来なかったら多分
津波にのまれていた。赤ちゃんに助けられた。」と話していました。このころは食糧不足から産科クリ
ニックでの入院ができないため、出産した次の日には退院になりました。しかも仙台市の新生児訪問
事業はガソリン不足のため３月中は実施できず、お母さん達へのケア不足が続きました。

震災の次の日には津波で 7 か月の赤ちゃんを流されたというお母さんがおっぱいを止める薬をもら
いにきました。クリニックは震災時の停電の後、自家発電機が 4 日間フル活動し、5 日目に壊れまし
た。6 日目にはスタッフのガソリン切れが相次ぎ、出勤出来ない人が多くなり病院閉鎖になりました。
私は赤ちゃんのお風呂の利用者がほとんどないため、やはり沿岸部にいかないと本当の支援は出来な
いと思い始めていました。山元町に住んでいる岩佐助産師が自宅を流されながらも避難所のボランティ
アをしていると聞き、震災の 2 週間目に保健師の友人と二人で山元町にいきました。その日は 4 か所
の避難所に行きましたが、授乳中のお母さんは一人だけでした。亘理町には小さい子供がいるお母さ
ん達を集めた避難所が一か所あると聞き行ってみましたが、みんななんとか行き場を見つけたようで、
すでにその避難所は閉鎖になっていました。小さい子供を抱えての避難所生活は周りへの気遣いも大
きく、お母さん達は親戚や友人の家を頼ったり、すぐにアパートを契約して入ったり、動きが早かっ
たようです。中には避難所の駐車場の車の中で生活している方や友達の親戚の家を頼り他県で生活し
た方もいました。

平成 23 年 6 月、助産師会の無料の母乳育児相談がはじまると、放射能の心配や、地震で亡くなっ
た家族や友人のこと、実家を失った事など、お母さん達はたくさんのことをお話していきました。母
乳育児の相談の他、震災の時のことを語ることで、お母さん達の気持ちの発散の場ともなったようです。
毎日毎日地震の話をお母さん達としました。

平成 23 年 11 月からはベビーマッサージ教室をはじめました。参加したお母さん同士の懇談や助
産師への質問コーナーなどを設けています。みんなで地震の時の事や心配事を語り合って、少しずつ
元気になりたいと思います。津波で家族を亡くしたり、家や車を無くした人の中にはまだまだ希望が
見えない人もいますが、みんなで乗り切っていきたいです。
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１０）3.11　あれから 1 年 10 か月

田村雪子（一般社団法人宮城県助産師会　前理事（書記）・
　　　　　　　みやぎ子育て・女性健康支援センター　副代表）

「それぞれが出来ることを自己責任の元に !!」という新田みつ子会長 ( 元 ) の声明に沿い動いた私の
行動は何だったのだろうと思い返してしている。それぞれの苦悩・苦情が届くがあの状況で人材がい
ない、財源がない、会員全体が把握できない現状。

震災後 3 日目やっと通じた電話で、副会長と共に会員の安否からはじめた。母子支援のための財政
確保が必要と、日本財団へのアクセス、ジョイセフとの調整、本部との連携、支援物資の頒布、乳幼
児の入浴支援。あれで良かったとは思っていない。やらなくてもいいことにエキサイトして向かった
のではないかとも思っている。「ありがとう」のメッセージが届かないことがその論拠である。「皆が
大変だった」とも解釈しているが。

実のところ、この手記の投稿を悩んだ。忘れることが出来たら忘れたい。ただ宮城県助産師会の動
きを間近に触れ、知っているのは書記として対応していた自分ではないかと思いこの手記を投稿した。
宮城県助産師会理事・役員一同、出来る限りの対応をした。交通手段も確保されない時期に参集し善
後策を講じ、本務をさておいて、被災会員に一人一人お見舞いに馳せ、対外交渉に赴いた理事たち。
また、会計処理のために自転車で事務所に何回も往復した会計さんの力で正確な報告書の提出が出来
た。未曾有の災害であっても報告書提出までが事業貫徹のサインである。その主要部分が会計報告で
ある。

予期せぬ未曾有の危機であった。多くの生命が失われた。未だに仙台市宮城野区・太白区には仮設
住宅に住む多くの方がいらっしゃる。石巻の地盤沈下は北上川氾濫の恐怖を彷彿させる。そして皆の
心の傷はまだまだ残っている。

その中で、母を亡くしてなお教員を目指し他県に進学した専門学生。ボランティアで被災地に出向
いた大学生たち。あのとき流産された方は第二子を立派にご出産。8 か月休業されていた産科クリニッ
クでの助産師たちの連携‥。米 ( 個人的支援 )・事務所の石油を届けてくれた理事さん。多く感動と感
謝に出会った。

11 月 24 日 AM5:23、また結構強い地震がきた。馴れるということない。その度に胸がうずく。
個人的には、自宅待機になった夫が食料を調達し、町内会の世話係りを一手に引き受けた。おかげ

で私は事務所通いが出来た。息子は高校生たちの世話に毎日通勤した。家族中で奔走した。就活中で
東京に行っていた娘は、私の妹宅に 3 週間お世話になった。高速バスで帰仙する娘に、妹が持たせて
くれたお煮しめ・洗剤・塩が嬉しかった。あの余震を仙台ではなく、東京で乗り越えたのは幸いであっ
たのか。家族と離れていることがどれほど心配であったかと思うが、「大丈夫だよ」と伝えるだけで、
仙台に迎える手段はなかった。

最後になるが、宮城県助産師会はご存知のように小さな組織である。が、社団法人としての社会的
信用の元に成り立っているという認識を個々が持ち、ますます飛躍してほしいと願っている。
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１１）東日本震災の体験と支援活動について
　　　　　　

小山みね子（多賀城市　小山みね子助産師相談室）　

震災から、１年半が経ちましたが、みなさんのご支援に感謝するとともに、引き続き復興支援が求
められます。被災直後は、東京助産師会やジョイセフ、日本財団の支援で、多賀城市と山元町で ｢母
と子の元気市｣ を地域の方々と一緒にとりくみました。また、気仙沼市、石巻市、東松島市、岩沼市、
塩釜市、七ヶ浜町の避難所に支援物資を仲間と一緒に、キャンピングカーで運びました。避難所では、
｢女性用下着はとても助かりました｣ と喜ばれました。

私の助産院は、一部損壊になりましたが、気仙沼市にある夫の実家の家屋は、コンクリートの基礎
を残しすべてが流されました。助産院として、産婦人科の紹介で，産後、震災でメンタルが高じた母
と子どもの産後入院を引き受けましたが、スタッフ不足と妄想が出るなど症状の進行により専門病院
につなげました。

さらに，当助産院に、入院した母と子が、楽しみながら、交流できる場所「ホットスペース」をつ
くりました。お互い手づくりお菓子などを持ち寄りお茶会、感染症などの勉強、尿漏れ体操、バラン
スボールを使った体操など行い、最後は授乳でおわります。

とくに，福島でお産し福島原子力発電所事故で追われてきた産婦は、乳児の甲状腺癌の不安を訴え
ています。私に助産師として、できることは、なんだろうかと悩みました。そこで、女川の原発の視
察・学習会に参加してきました。襲った津波は１３メートル、女川原発の敷地の高さは１４，８メート
ル。地震で１メートル地盤沈下したので、わずか８０センチの差で助かった。さらに外部電源５系統
のうち４系統が喪失し、紙一重で島原子力発電所事故と同じような惨事から免れたことになるという
ことでした。これからも、助産師として、微力ながら、命に寄り添ってまいりたいと思います。

　　気仙沼市での自衛隊員による荷降ろし作業　　　　　多賀城市高崎中学校での支援物資配布活動　

山元町坂元中学校での支援活動に参加した仲間　　　七ヶ浜町でのボール体操
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１２）東日本大震災時の体験

小田嶋清美（石巻市　あべクリニック）

　地震が発生した 3 月 11 日は仕事が休みで、娘の予防接種のため病院を受診中でした。順番を待っ
ている途中で地震が起きました。詳しい状況が分からないまま、発生から 30 ～ 40 分後に病院を出ま
した。外は暗く雪が降り、道路は信号機が止まり大渋滞でした。防災無線から『大津波警報発令！高
台に避難！』の指示がありましたが、大津波という初めて聞く言葉にどれだけの高さかは予測もつかず、
周囲の人も車を運転しているので大丈夫のはずだと思い、小学校と保育園にいる子供たちを迎えに行
こうと車を走らせました。途中で何度も通行止めに会い、結局子供たちを迎えに行けず、津波から迫っ
ているので車を乗り捨てて避難所になっていた警察署に避難しました。そこで地震や津波の情報を聞
き、今まで経験した地震とは違うことを知りました。
　余震の続く寒くて薄暗い中で娘と身を寄せ合って一晩を過ごしました。夜になると津波は警察署ま
でも押し寄せ孤立しました。
　次の日の朝、警察署が遺体安置所になるというので山の上にある避難所に移りました。到着してす
ぐ破水した妊婦さんと出会いました。その方は里帰り出産のために帰省されていて地震に会いました。
地震の後の津波でご実家は 1 階まで浸水し、傾きかけた家の 2 階で不安な一夜を過ごしました。そん
な中で破水したそうです。陣痛はなく、避難所の方が安全ということで朝に避難してきました。日赤
病院と連絡済みで、ドクターヘリの要請をしているというので、ヘリが来るまで経過を見るために付
き添いました。
　ヘリは上空を飛んでいるものの、救助の人が最優先ということでなかなか来てくれませんでした。
そんな中、昼過ぎに陣痛が開始、子宮口が 2 ｃｍ開いており、痛みが強くなってきました。陣痛は強
くなる一方、でもヘリは到着せず、避難所での出産を余儀なくされました。しかし、避難所は寒くて
不衛生だったため、避難所の保健師の方や市職員の方と話し合い、近くの民家を借りて自宅出産する
ことにしました。
　分娩監視装置や分娩器械はありません。学校の保健室にあった脱脂綿やガーゼ、消毒液で最低限の
清潔を確保することがやっとでした。飲料水用に備蓄していた水を沸かしてもらい、新生児の保温の
ための準備をしました。
　母子手帳も紛失し、母子双方の情報がない中で、母からの情報だけが頼りでした。妊娠中は異常が
なかったこと、前日に妊婦健診を受けていて順調な経過と言われていたこと、胎児の予想体重が標準
的なことなどを得て、分娩に踏み切りました。また、産後の異常を想定し、近くの病院に緊急時の受
け入れの要請をお願いしました。
　赤ちゃんが十分降りてきてからいきみました。余震が続き、辺りが暗くなり始めた頃でした。ろう
そくと懐中電灯に照らされ 18 時過ぎに温かい布団の上で元気な男の子が誕生しました。母児同床で
過ごし、次の日警察署の車両で日赤に搬送しました。母児ともに無事に経過され、皆で胸をなでおろ
しました。
　私は、震災から 2 日後に小学生と保育園の子供たちと再会し、避難所生活を送りました。そして、
震災から 4 日目に病院に行く道路の通行止めが解除されました。ライフラインがつながらなかったの
で、先生やスタッフ、入院していたお母さんと赤ちゃんは無事かどうか、病院の状況を確かめに行き
ました。
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　病院は水が引いたものの、駐車場や敷地はヘドロで埋め尽くされていました。玄関のガラスが割れ、ヘドロ
が 1 階の階段の途中まであり、壁には 1 ｍ 40㎝～ 50㎝辺りまで、津波の跡が残っていました。
　先生と当直スタッフは無事で数人の褥婦さんと赤ちゃんがおりました。ライフラインも途絶え、道路も浸水
し、妊婦さんや患者さんも来院できない状態でしたが、津波被害の少なかった石巻赤十字病院にすべて受け入
れてもらっている状態でした。
　子供たちと再会したものの、食料・水などの物資が届かず、避難所での生活は過酷なものでした。そんな状
況のなか、病院を訪ねました。先生のご配慮もあり、子供3人を連れて5日目には避難所から病院へ移りました。
　この頃から道路が通れるようになったので、病院の状況を確かめに歩いてくる患者さんの家族が増え、対応
に追われました。なかには足元の悪い中歩いて状況を確かめに来た妊婦さん、赤ちゃんのことが心配で妊婦健
診を受けに来た妊婦さんもおりました。
　充電の残っていた旧式のドップラーによる心音聴取、そして血圧測定や容態聴取など、できる範囲でのチェッ
クを行いました。また、内服の継続が必要な方への処方も行いました。
　病棟には数人の褥婦さんがおりましたので、3 食の食事の提供や母児のバイタルのチェックを行い、さらに
余震や保温対策として、母児同床と添い寝をお願いしました。それでも朝晩は冷え込み、体温が低い時にはア
ルミックシートで包み、その上から衣類やタオルで覆いました。ライフラインがないため、消毒液やミルクも
作れないので、ひたすら母乳育児をしてもらいました。
　病棟の 1 階が浸水したり、隣接している施設が甚大な被害に襲われましたが、石巻のお産状況を考え、4
月 1 日の再開を目標に動き始めました。
　はじめにやったことはヘドロかき。破傷風などの細菌感染も考えて、二重三重の防具を見につけ、消毒も厳
重にして行いました。市のボランティアの派遣はまだ十分ではなく、動けるスタッフで行いました。　3 月は
まだ日が短く、夕方 4 時になると薄暗くなるので、電気が通るまでは 9 時～ 16 時まで泥かきと片づけを行
いました。震災後 7 日過ぎには、一部水道やプロパンガスも使えるようになり、泥かきの他、外来の片づけ
もできて、はかどりました。震災から 12 日目には電話がつながりました。すると 24 時間休みなく電話が鳴
り、病院再開の確認やお産の取り扱い、外来診療についての問い合わせが相次ぎました。そのため、スタッフ
が交代で当直をしました。
　3 月末に電気と水道の完全復旧、医療ガスの確認、医薬品の確保、最低限必要な機械レセコンの借り受け、
食料の確保、スタッフ全員が無事でマンパワーがそろい、万全の準備を整えて、4 月 1 日外来再開、4 月 7
日より分娩開始となりました。
　東日本大震災で失ったものはたくさんありますが、人と人との繋がること（＝絆）の大切さを再認識しまし
た。今後も復興にむけて “ 絆 ” を大切に前進していこうと思っております。
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１３）わたしの被災体験

梶谷　安（石巻市　齋藤産婦人科医院）

3 月 11 日の震災当時、私は沿岸部の病院で看護師として勤務していた。施設は海から 500m の所
に建っており、入院患者は 130 名ほどであった。地震直後、外来患者などを 2 階に避難誘導したものの、
まもなく 10 ｍの津波が来るとの連絡があり、さらに上の 3 階、4 階へと移動した。移動完了後、海
水が流れてきたのが見えた次の瞬間、津波は周辺の住宅すべてを呑みこんだのである。

院内の電気や水道は止まり、自家発電も数十分で切れてしまった。患者や避難者、職員、関係者な
ど合わせて 300 名余りが取り残されていた。日没後は、寒さに耐え、余震と暗闇との不安のなか、懐
中電灯の灯りをたよりにトイレの誘導や点滴の追加、オムツ交換など対応した。翌日の昼ごろに最初
の非常食が配給になった。ゴルフボール大のフレーク入りおにぎりと水 50cc。かみしめてゆっくり
食べると、意外と空腹が落ち着くのが分かった。

病院として医療の提供が困難な状態でいつ救出されるのか目途がたたない中、3 日目にやっと
DMAT が到着し、重症患者から搬送が始まった。4 日目には DMAT の他、夕方から自衛隊ヘリによ
るピストン輸送で患者、避難者全員が救出された。完了した時は、夜中の 10 時半を過ぎていた。5
日目にはスタッフも全員救出され、その後は福祉避難所や救護所に分散して医療活動を行うことになっ
た。

私は、日赤救護所で 2 日間勤務し、その後福祉避難所で 2 交代勤務についた。福祉避難所では、
介護が必要な高齢者の中に乳児をもつ親子が 2 組いたことに驚いた。収容の対象になっていたようだ
が、隣との間隔を空けてスペースを確保するなど、できる限り、感染の防止に努めた。ある日、当直
明けで自宅にいると、「他の避難所に妊婦さんがいるので対応してほしい」と連絡が入った。助産師と
して求められていることを感じ、眠気を忘れて避難所へ向かった。8 ヶ月の経産婦、14 週位の不妊治
療後の初産婦、在宅で避難している 25 週の初産婦の 3 名を訪問することができた。被災時の状況では、
腰まで水に浸かりながらの移動や寒さなど過酷な中にあったこと、話を聞くだけで涙が出てきた。支
援物資のマスクや飲み物、産後用の衣類などを手渡し、無事に出産できるよう励ました。

今回の震災で、緊急時に自分がとった行動はどうだったかを振り返り、とるべき行動は何だったの
かを考えたいと思った。助産師としての活動内容は微々たるものであったが、被災妊婦さんの心の支
えになることの必要性を実感することができた。
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１４）３・１１　東日本大震災を経験して

小野由起子（仙台市　森のおひさま助産院）

　当日、私は午前中の仕事を終え仙台の市街地にいました。夫は太白区の職場に、娘は小学校に、そ
して同居の母は自宅にと、家族４人皆バラバラでした。仙台のデパートの中で大きな揺れを感じ、立っ
ているのもままならないほどの地震に大きな不安を抱きました。店内は照明が落ち真っ暗で、子供の
大きな泣き声が響いていましたが、商品が崩れ落ちたり棚が倒れたりすることはなく店員も冷静に客
を安全な場所に誘導し、比較的冷静に地震の直後は過ごしていました。こちらの店員さんはよく訓練
されているな、と感心すらしていました。ところが一歩外に出て避みると、大きな余震は続き、駐車
場の車も出せず、壊れた建物も目に入り「これはただ事ではない。早く助産院に、家族のもとにかえ
らなければ！」と心が大きくざわついたのを覚えています。幸い家族は無事で夜には皆がそろい、連
絡が取れる範囲では離れた身内も無事との知らせを受けました。　
　幸いにも助産院には当時どなたも入院しておらず、直近では予定日を３月１２日に控えた方がおり
どうしているかと身を案じました。不思議なことに全く通じない電話が彼女とはたびたび通じ、「大丈
夫！」のやり取りをして安心したことを覚えています。その方は間もなく出産となり無事に助産院で
過ごしていただくことができました。
　震災直後は助産院の様子を心配し、栃木で助産所をしている友人がたくさんお荷物を車に積んで駆
けつけてくれました。自分の助産院を人に任せてくることがどんなに大変なことか身を以てわかりま
すので、彼女には本当に感謝しています。
　地域には里帰りできなくなったり健診を受けられない妊婦さんがいらして、急遽、助産院での健診
や出産を引き受けました。産婦さんやご家族と新たな命に感動し、生きていることのありがたさを噛
みしめました。そして助産院もほかの施設と同様、物資が不足していましたが、前年に太陽光発電を
設置しておりお天道様に感謝したものです。地域的には被害の少ないところで支援物資が届くことは
なく、自ら水を、食べ物を求めて活動していましたが、そんなおり東京からの一本の電話。全く見ず
知らずの方でしたが、助産院のママや赤ちゃん、地域の子供たちの役に立ちたいと衣料品をたくさん
送ってくださいました。「東日本大震災　ピンポイント笑顔支援プロジェクト」と銘打って本当に必要
なものを必要な方達に届けたい・・と頑張っていただきました。荷物の中には助産院スタッフのため
においしいお菓子も入れてくださり、甘いものにずいぶん癒されました。震災後間もない頃には石巻
の子育て支援センターなどに送ったり、個人的につながった方達にお渡ししていましたが、新たに迎
えた冬には滑川スノーパークでのチャリティーイベントにも参加させていただき、たくさんの物資を
低額で販売し支援金にしていただくということにも協力できました。
　震災があってたくさん傷つくこともありましたが、到底知り合うことのなかった方たちとも繋がる
ことができ、人間ってすごいな、過酷な状況でも未来へつながっていけるんだなと感じたときでもあ
りました。さらにこれからの未来に、子供たちの明日に繋がっていけるようがんばらねばと改めて感
じています。
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６．お世話になった方々からのメッセージ

～明日はよりよい日になりますように～

石井澄江（公益財団法人　ジョイセフ代表理事）
　

ジョイセフが東日本大震災被災地支援事業を実施した理由と事業の内容そして宮城県において助産師との
協力のもとに実施した活動をご報告します。

ジョイセフが被災地支援事業を開始した理由：
公益財団法人ジョイセフの本来の使命はリプロダクティブ・ヘルス / ライツの推進を通じて、途上国の妊

産婦と女性の命と健康を守ることにありますが、2011 年 3 月 11 日、東日本を襲った未曾有の災害直後に、
初めて国内活動の実施を決めました。同時に日本国内のジョイセフ支援者、そして途上国も含む海外の仲間た
ちから、被災した妊産婦と女性を支援したいとの熱いメッセージをたくさん受け取りました。ジョイセフはこ
の熱い思いの「受け皿・橋渡し役」として、被災地支援事業に取り組む決意をしました。

被災地支事業の基本方針：
開始にあたっては、まずジョイセフのできること、ジョイセフだからできることを考えました。　ジョイ

セフの支援対象は国内でも海外でも変わりません。「妊産婦 ( 含む新生児 ) と女性」です。そして、ジョイセ
フは直接スタッフを派遣するのではなく、被災地に詳しい関係団体との連携・協力のもとに、地元の助産師、
産婦人科医、保健師等の医療専門家を通じての支援を行うことを決めました。その理由は、この支援は短期間
では完了しないとの基本認識にたち、長期的に妊産婦・女性に寄り添い、心身双方のケアをするには現地の助
産師を始めとする保健医療専門家が最も適していると考えたためです。

支援内容と宮城県助産師会との協同：
ジョイセフが実施した支援活動の内容は別紙（次頁の図）の通り 6 つに分かれますが、活動の多くは地元

の助産師たちとの協同作業でした。特に宮城県は、被災地における助産師の数が、岩手・福島の 2 県に比較
して多いため、ほとんどの活動を助産師の協力を得て実施しました。具体的な例として緊急物資支援があげら
れます。ジョイセフの集めた物資は妊産婦・新生児そして女性用に特化したもので、配付ルートも独自に開拓
をし、妊産婦や女性に直接届くように配慮しました。この緊急物資については、助産師から得た情報をもとに、
妊産婦や女性のニーズ～何をどこで必要としているか～を把握することができました。またジョイセフが調達
した物資を必要としている妊産婦や女性たちに届けたのも助産師でした。ガソリンを買うこともままならない
状況の中、一人でも多くの被災者に物資を届けようとご苦労してくださいました。在宅避難をせざるを得ない
妊産婦の状況を把握し、支援物資を届けてくださったのも助産師です。

避難所、家庭訪問そして助産所で実施された母乳育児相談の報告を読みながら、１人でも多くの母親たち
の支えになって欲しいと願わずにいられませんでした。ジョイセフに対する報告書のまとめ作業で宮城県助産
師会には大きな負担をおかけしてしまいましたが、2,000 回を超える宮城県内での母乳育児指導は、きっと
多くの困難を抱えている母親たちの助けになったと確信しています。そして、復興の長い道のりを思うとき、
地元で活動している助産師を通じての支援という選択をしたことに満足するとともに、支援活動の継続の重要
性に身が引き締まる思いです。これからも長いお付き合いをお願いいたします。
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〜支援する助産師が元気でいること〜

川久保佳代　（石川県　どんぐり助産院）　

2011 年 3 月 11 日、私は、担当の産婦さんのお宅で自宅出産後のケアをしていました。震源地で
ある宮城県からは遠く離れた地、石川県では揺れを感じた人も少なく、私も全く気づかなかった一人
でした。それまで音楽を流していた訪問先のママが何となくテレビをつけたその瞬間、いつものワイ
ドショーから突然のニュース速報、そして三陸沖から大きな波が押し寄せてくる映像。すぐに災害対
策委員の仲間から電話が入りました。岩手にいる同じ委員の仲間の安否が真っ先に気になったのです
が、すぐに電話もメールもつながらなくなりました。

2008 年 3 月 25 日、私の住む石川県でも震度 6 強の能登半島地震がありました。半島なので、広
い範囲での被害はなく、あまりニュースで取り上げられる事もなかったのですが、他の災害と同じく、
避難所に避難している母子、妊婦が少なからずいらっしゃいました。当時、石川県から委託され後方
支援として能登の母子支援をした時の事が突然よみがえって来ました。当時一年以上、フラッシュバッ
クなど後遺症に悩まされる妊産婦さんの支援を継続していた時に、県主催の研修で出会ったのが、神
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戸の臨床心理士の中谷恭子先生です。一応出席しておくか、くらいの軽い気持ちで出席したその研修
会で、まずは仲間の助産師が話せないほどの号泣。つられるかのようにその場にいた助産師、保健師
すべての出席者が初めて自分の今おかれている異常な状態に気づいた瞬間でした。

今回の東日本大震災の時に、メールを通じてたくさんの現地の助産師が自分の事は二の次に、被災
した母子のために一時も休息を取らずに支援を続けている姿が脳裏を横切りました。まるであの時の
自分達の様な気がして胸が締め付けられる思いでした。そんな時に災害対策委員長からできる範囲で
今後どんな支援をしたら良いかという相談の電話をいただきました。ただ現地で支援している助産師
の事が気になると答えました。そして、混乱の中今回の「災害後母子こころのケア研修会」を行う事
になりました。

この研修会は、母子とありますが、母子を支援している支援者への支援を念頭に企画しました。講
師兼ファシリテーターとして、能登半島地震の際もお世話になった中谷恭子先生にお願いをしました。
ほとんどの時間をそれぞれの参加者が語る時間にあて、中谷先生に都度コメントをいただく形で会を
進行しました。たくさん泣いて語り、次の一歩を踏み出せた方、まだまだ立ち止まったままの方、逆
にまだ語れる時期ではなく、かえって辛い思いをしてしまった方、色々だったと思います。

この研修会の準備にあたり、急に決定したことでもあり、計画、準備、会計まで石川県助産師会で
とりあえず引き受ける事になりました。仲間の助産師と、会ったことのない東北の助産師の仲間の事
を思い準備をしました。本来なら必要がないものだったのでしょうが、私達石川県の助産師が過去に
していただいた様に、ティッシュとお菓子は必要だよね、とこだわりながら準備をしました。

正直なところ、この数回だけの研修会がどれだけの力になったのか、また、逆に傷つけてしまった
のではないか、今でも良く分からないでいます。きっと一生答えが出ないということも良く分かって
います。

しかし、近い将来必ずまた起こる災害の時に、同じ様な辛い出来事がくり返されます。そんな時に、
今回の研修会で語りあった仲間の言葉を思いだし、支援の輪がつながって行くことを願ってやみませ
ん。

この度は、本来は対象ではない私にも語る機会を与えていただき、ありがとうございました。宮城
県助産師会の皆様とこうしてつながれた事は、私にとっても大きな人生の転機となりました。助産師
が元気でいることは、女性と子供達が元気でいられるということ。今後も宮城県の助産師の皆様が、
心も体も健やかにご活躍される事を、遠くからお祈りしております。

（後列左筆者　24 年 8 月　心のケア研修会　東松島コミュニティセンターにて）
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編集後記

塩野悦子（一般社団法人宮城県助産師会　災害対策委員）

　東日本大震災から 2 年が経過しました。震災後 1 年目はまだ呆然自失とした感が強い印象で
ありましたが、2 年目はかなりゆっくりではありますが、少しずつ前に動き出しているようで
す。でも被災地沿岸部はがれきが撤去されつつあっても、まだまだ震災当初のままの景色が広
がっています。このたびの震災による宮城県内の死者は、直接死 9571 人、関連死 856 人を数
え、合計すると 1 万人を超えました。行方不明者もまだ 1302 人いると報告されています（平
成 25 年 2 月 28 日現在）。心よりご冥福をお祈りいたします。

しかし、このような震災のなか、赤ちゃんの誕生は多くの人に生きていく希望や勇気を与え
てくれました。助産師はその母子をただ見守るだけなのですが、本当に大切な使命をもった職
業であることをあらためて知ることになりました。この震災体験を通じて、どの助産師も助産
師であることに更なる誇りを持てたのではないでしょうか？

本記録集には被災地の助産師だからこそ得た経験知および実践知が多分に収められていると
思います。今後も大規模災害が日本で起こると言われておりますが、今後の防災に少しでもお
役に立てれば幸いに存じます。

ご多忙のなか原稿や資料、写真をお寄せいただいた皆様には心より厚くお礼申し上げます。
本当にありがとうございました。

最後になりましたが、このたびの震災に際し、物心両面にわたりご支援を賜りました全国の
関係各位にこの場をお借りして深甚の謝意を表します。　　　　　　　　　　　　
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